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CO2地化学トラッピングの進行に与える地下水組成の影響
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CO2地中貯留の長期安全性を規定するメカニズムとして，地化学トラッピングの重要性が強く認
識され，実験・シミュレーションの両面から研究が進められている．地化学トラッピングの進行
は，貯留層の母岩は勿論，貯留層内の温度・圧力などの条件に大きく左右されるため，現在まで
に様々な岩石種に対して，様々な温度・圧力条件の下，実験やシミュレーションが行われてきた
(Xu et al. 2004, Matter et al. 2007)．しかし岩石種や温度，圧力という条件に加えて，貯留層内
の初期的な地下水組成もCO2地化学トラッピングの進行に対して影響を持つことが予想される．
特に，地下水の塩濃度はCO2の地下水への溶解反応(溶解トラッピング)に影響し，結果として炭
酸塩鉱物の形成(鉱物トラッピング)にも強く影響することが予測される．そのため，CO2貯留の
長期安全性を評価する1指標として，地下水組成の影響を把握することはCO2貯留の大規模実施
を見据える上でも必須の課題となる．
そこで本研究では，地層水組成の相違が地化学トラッピングの進行に与える影響を評価するた
め，地球化学モデリングソフトであるGAMSPath (Talman et al. 2000)を利用し，CO2地中貯留の
長期シミュレーションを行った．シミュレーションにおいては，地化学トラッピングの優位な進
行が期待される玄武岩をCO2貯留層として想定し，特にCO2の長期的な挙動の把握を目的に考察
を行った．
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